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節目としての 2010 年に寄せて
―日本生理学会をトップサイエンスリサーチャー�

トップエデュケータ育成の場に！―
会長

岡 田 泰 伸

日本生理学会員の皆様，明けましておめでとう
ございます．IUPS2009 を成功裡に終了し，本年を
新たな気持ちでお迎えのことと存じます．
これまで数年間，日本生理学会は IUPS2009 開

催を射程に，その活動の主軸をトップサイエンス
リサーチの遂行と国際化（英語化）の実現におい
てまいりました．その努力は，IUPS2009 の成功に
結実し，国民による「生理学」の重要性に対する
認知度の向上という成果も生むことができまし
た．しかし一方でここ数年間，生理学や基礎医学
の研究・教育環境には，「基礎医学教育・研究アン

ケート」結果（http:��physiology.jp 又は“日生誌”
71巻 3号参照）にみられるように，著しい劣化が
進行し，学会活動の基盤である現場環境が足下か
ら急速に崩れはじめています．
この基礎医学研究・教育の危機は，下図に示す

ように①生理学・解剖学講座の（実際的又は実質
的）減少，②基礎医学研究・教育に携わるマンパ
ワー（とりわけ若手とMD）の減少，③基礎研究・
教育スタッフの雑用増と研究・教育時間の減少と
して表れています．このような惨憺たる状況は，
生理学や生理学会にとどまらず，長期的にはわが
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国の国力そのものをも衰退させていくものと言わ
ざるを得ません．2010 年は関連他学会とも連帯し
ながら，この問題を解決していく出発の年としな
ければならないでしょう．
このような多くの困難を抱えつつも，私達学会

員は研究も教育も疎かにしない覚悟と工夫をする
年ともしなければなりません．トップサイエンス
リサーチの遂行のためには，一定期間は（たとえ
1―3ヶ月でも，あるいは週 3―4日ずつでも）雑用
を離れ，集中して研究に打ち込めるようにすべき
ではないでしょうか．そのようなことを可能とす
る「サバティカル」的な制度は，最近多くの大学
に設けられ始めているようです．しかし，その実
際の活用には多くの難しい点があるようですの
で，その障害（偏見も含めて）を取り除く努力も
必要でしょう．いくら努力してもそのような時間
的区切りが同じ場にいるかぎり難しい場合には，
空間的に離れて他国や他機関に研究の場を求める
ことが有効でしょう．大学共同利用機関は，その

ための有利な受け皿を用意していくべきではない
でしょうか．
充実した生理学教育は，未来の生理学者の発

掘・育成のみならず，科学的に考えて判断できる
臨床医やコ・メディカルスタッフの育成にも極め
て重要です．日本生理学会大会は，トップサイエ
ンスリサーチの演題発表・情報交換の場を与える
のみならず，教育関係の演題発表・情報交換の場
としての機能も果たしていく必要があるのではな
いでしょうか．多くのMD出身者の参入が望めな
い状況においては，この取り組みは更に重要なも
のとなるでしょう．大会期間の 1日は，教育に限っ
たセッションや催しに集中することや，その出席
者に「上級生理学教育者」認定証を発行するなど
の新しい取り組みも有効かもしれません．皆さん
からのご意見とご提案を期待します．
「日本生理学会をトップサイエンスリサー
チャー�トップエデュケータ育成の場に！」


